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を 9 カ月間にわたって行動観察を行ない，身体接触と関連する母と子の行動の分析結果から子ザルの 9 カ月齢までの母
子関係は次の 3段階に大別されることが明らかとなった。
第 l 段階出生直後から 3， 4 カ月齢までの期間。
第 2段階第 l 段階の終了後 6， 7 カ月齢までの期間。















母子の行動観察がなされた。その結果， 3， 4 カ月齢の頃までに母子のかかわりは大きく変化し，子ザルは次第に母ザル




























































象とした行動観察から，子ザルの 9カ月齢までの母子関係が3段階に大別され，子ザルの初期の発達段階は 3， 4 カ月齢
の頃にあることが明らかにされた。そして，子ザルの常同行動の変化がこの段階的変化に対応することが示唆された。
さらに，さまざまな社会的経験をもっ母ザルとその子ザルを対象として母子関係の変化のより詳細な観察がなされ，母
子の関わりはきわめて複雑な過程であることがわかった。ただしその過程は母子ペアによる差が大きく，母ザルの出
産・育児の経験や他の社会的経験の影響が大きいと考えられた。また，子の性の違いによっても子の行動発達と母子の
相互の関わりあいは異なり，その差は生後 10週齢までに早くも現れた。さらに，帝王切開で生まれた子ザルと経陸分娩
の子ザルの母子関係の比較，白内障の子ザルの母子関係の観察を行い，母ザルは子ザルの身体的条件に柔軟に対応して
いることを示した。初期母子関係をより深く検討するために行われた母子の一時的分離実験からは，子ザルの自立が子
ザルの運動能力と活動性の増加の単純な反映ではないこと，および子ザルが3， 4 カ月齢になるこの頃に母子の相互分離
がいっそう促進することが明らかとなった。本研究はこのようにマカカ属の複雑な初期母子関係を解明する上で貴重
な成果をもたらした。
以上述べたように，本審査委員会は本論文が博士(人間科学)の学位を授与するに十分であると判定した。
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